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昨年 12月に,私は物性研究所の現状と将来に関する問題について早急に検
討を開始する予定であることを述べた (｢物性研だ より｣里,5号) 〇･大網的
には創立以来の運営方針にしたが って運営されてきた物性研究所がすで咋1 2
年を経過し,その間,物性物理学の進歩発展と分化が急速に進み,このままで









らの体制を時代の要求に応 じて刷新しよ うとV,う動 きが大学の内外で碍発に夜




的資料である.ことを腰 祷してはいるが,かなり積極的に結論的方向凌 打ち出 し
ているOこ れより先き,物性研究所内では冒頭に述べた蘭題纏起に対 して ｢物
性研の研究体制の検討｣ (所内 5分科会幹事会覚書 1969-2-,22)の結果が
発表され,また全国共同利用研究所の関係では ｢全国共同利用研究所の現状 と
問題点｣ (国立大学付置研究所長会議常置委員会特別分科会報告 1969-6-










深 く専門的に学問を追求す る研究者p-群が ｢付置研究所｣を組織してV,る
のが現状であるが,それは嘗て教育と研究 との両機能につvlて ｢学部｣のみに
依存することによる不足を補 うとV,う意義をもってV,た｡しかし,最近にな っ
て,ひとつには学 問の急速夜発展 と分化が大学教官の負 うべ き研究任務を増大
させ,他方には学生数の急激夜増大による大学のマンモス化が学部.レベルの教
育任務 を増大させ,学部教官の もつ 2つの任務･の調整が益々無理にな ってきた.
それと同時に, ｢学部｣と ｢付置研究所｣との相補的意義が薄れて きたことも








とに甚だ疑問を感 じるo vlうところの大学改革が ｢学部｣教官の研究者として
の自己満足にかかわ り過 ぎるように思うo
それは, ｢学部｣と ｢付置研究所｣と智共に解体して,改めて研究のための
教官組織をつ くり,必要 な ｢研究施設｣を置こうとするところに明白に現れて
vlる.現在の ｢付置研究所｣の多 くは,嘗てこれと似た発想の もとに生れたの
であり,い うところの改革は,形体的に歴 史の単なるくE)返しに過 ぎなvlので
は夜V,かと思われる.か りに実質的利益があるとすれば,それは古い歴史を背







研究所｣が負 1'てV,るOこの点はアメ リカあたりとはかを_9違 った特長で あるO
個人の自由と独立を尊重する個人喜寿が発達し,且つ経済力の大きvlアメ リカ
におV'ては,基礎科学の研究を大学に限 らず国立研究所やあるV,は民間の研究
所でもかな り自由に行なうことが可能であるo L,かし,学問にとっ七欠かす こ
とので きをV,研究の自由を大学にしか見出せな vlわが国の状況では,かなり違
った考え方をする必要があるのは 当然で奉ろ う.わが国のこの傾向は今後 とも
容易に改ま るものではなV,と思われるが, もしそ うだとすれば,大学の研究 を
えたV,の知れぬ ｢研究施設｣や,教育観酸を不 明確に分離しただけの ｢教官組
織｣に胡待するのでは,近い将来,再び必ずや ｢研究.｣のより明確を分離を要
求する声があが るのは火をみるよDも明らかである .,す夜わち, ｢学部｣をい
うが如 く改革す るととは重要 と考えるが,大学の改革のために何故匪 ｢付置研
究所｣を解塊しなければなら卑予 のかま った く不明であるo ｢付置研究所｣を
否定するととは大学がになってvlる研究の使命にあえて 目を蔽おうとする～もの
で,自己矛盾 も甚だ しV,と思 う頑 vl_かがであろうか O
とはvlえ, ｢付置研究所｣のあ少方 をそのまま是認するものではな示O と く
に, ｢付置研究所｣の再検討を ｢学部｣の改革 と並行 して行 なうことは重要で
あるO ｢学部｣が研究 ･教育の機能分離の方向に自己改革脅しようとしてV,る
ときに,研究を主体的任務とする ｢付置研究所｣が一歩退V,千,自 らの存在意
義につvlて反省することは決 して無駄なことでは な vl o 改革された ｢学部｣に
対し, ｢付置研究所｣としで改めて固有の積層的意義をもつことが要求される
のは当然だか らである｡
ま った くの私見であるが,今後の新しV,大学に残るべき ｢付置研究所｣をます
べて ｢共同利用研究所｣ として,その体質と機能と菅改革すべきも0,と考えるO
それ以外の通常の ｢付置房究所｣は ｢学部十に融合して一株化す るな少,ある




















これ らにつV,て,一般的見地か らの検討は他の場所で述べたので (｢全国共
同利用研究所の現状と問題点｣参照),ここでは残された僅かを紙数替つか っ
て,物性研究所に焦点を合わせてその主要な周題点に限 って私見を述べてみた
vlo 冒頭に述べた ｢物性研 5分科会幹事会覚書｣は問題の指摘にとどまり,方
向づげを避けてvlるが,私 としては 9月以降に東大改革の論議と並行的に所内
の領論を再開して もらV,,大綱につvlての解答を用意する必要があると考えるO















その間額 としては,従来の固体物理学の枠か ら暗み出るものが出現す るか も知







ム)として研究室 (vlままでの半部門)をとるo 第 2には,相当数の客員研究
室を設置して外部の研究者の実質的参加を容易にしなければならなvi.O
基礎科学の分野では,やわゆる ｢プロi7ェク ト研究システム｣の効欄を私は
疑問に憩 ってvo るC それは共樽の目的庭対 して,ある期間内に何 らかの成果を
生み出そうとして研究者を組繊するものであるが,その作業過程で真に創造的
役割を演ずるのは頑に立つ 1, 2の頭脳で,実塵 に作業に参加する多数性掃巨登
者とvlうより技術者に近vl性格にとどまり,むしろ研究者 としての創造的能力
を犠牲にす ることが強制されるものであるOすなわち, このような親戚を線 む
ことにはつねに無理が伴 うO













種の組織の効能は説明するまで もなvlであろ うO このようなシステムをvlくつ ,.
かの重点分野に対して組むことによ,O,それぞれの分野の進歩は加速され,局











?ねに用意するのは益々調難になって きてvlるO少 な vl予算脅ひろ く分配する
のでは期待するような的拓的仕事を遂行で きに くV,とV,うのが現実である.な









教授 1,研究員 1-2,技術員 2が 1チームをつ くる (現在は 1, 1, 1)｡







び他大学教官の知 らた現行の人事選考協議会が行なうことを変える必要はな い O
(4ト 大 学 院
｢共同利用研究所｣に設罵される大学院は ｢研努喋.｣と呼び, ｢大学院｣に
対応す るものとして新たを横根にもとづいて制度化するのがよvlo ｢研究院｣
は現在の博士課程に該当するレベルの ものとして, 2- 5年を蛍位とするO専
門分野によ っては,現在の修士課程に相当するところか ら教育に関与す る必要





る O 物性研究所としては 1研究チームに 2名の研究院生を限度と考えるO
(5) 共通サービス部 門
現在の共通部門の大半はV11?ば私設の ものであり,制肝 として公げに認め ら
れてvlをvlo これ らを早急に制度化 して,要員の上で も強化しなければならな
い o これは近代的研究所として必須の条件と考える｡また,最後にな ったが,
研究者および技術者等の大学職員の待遇問題は新しvl大学づ く_ruを考えるとき■
に忘れてはならをvl問事と考えるO
.以上は主要と考える問縛の一棟に渦 ぎな い O 自力で解決できることばとも角
として,予算にしても人員にしても自力では どうしようの夜vl問確が余 りに 多
V,が,大学が危機に頻 してvlる時であるだけに,大学所属の研究者として,め
れわれの責任を一層強く感ずるものである｡
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